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クリスマスをお祝いする 
～感謝と賛美の気持ちと共に慎み深くアドベントを過ごしましょう～ 

 

12 月は私たち同志社に学ぶ人間にとっては、イエス・キリストの聖誕を祝う喜びの月

でもあります。わたしたちにとって喜びに溢れるクリスマスですが、キリスト教ではクリ

スマスを迎える 4週間を、アドベントといい、イエスキリストの降誕を待ち望む期間とし

て、重要な意味を持ちます。今年のアドベントは 11 月 29 日から 12 月 24 日（木）のク

リスマスイブまでの期間がアドベントとなります。このアドベント期間中、1週間ごとに

1本ずつロウソクに灯をともし、クリスマスを待ち望みます。 

アドベントの歴史を遡ってみますと、むかしは、週に 3日間の断食をして悔い改めを行

ったり、いろいろな欲望をがまんする一つとして肉類を食べないようにしたり、信仰と共

に厳かな生活を送っていたようです。 

DIAでの今年の点灯式は、例年とは違い、オンラインでの実施と

なりましたが、点灯式礼拝では、光の子としてこのアドベントを過

ごすメッセージが語られました。コロナ禍の中、私たちは謙虚な気持ちを忘れずにキリストの

降誕を待ち望むと共に、世を照らす光として何かができないかを考え、実行するよう心掛けて

いければと思います。 

 

SPTカンファレンスについて 

～Zoomでの実施にむけて～ 

 

今年度から新たに実施することとなる SPT カンファレンスですが、IB 的には非常に重要な位置づけとなってお

り、次のような説明がなされています。「この三者面談には、児童、保護者、および教師が参加し、面談では、児童

が自分の学んだこと、理解したことを保護者や教師と共有します。保護者と教師には、この過程で児童を支援する

責任があります。保護者、教師は、児童の強みおよび改善点を確認したり特定したりするために協力します。こうす

ることで、新しい目標を設定すると共に、その目標の達成に向けて全員がどのように支援できるかを決定すること

が可能になります。」つまり、学習者の学びを学習者の発表をもとに保護者と教師が共有し、探究的な学びをサポー

トしながら今後の学びを発展させていくための面談なのです。 

このカンファレンス実施にむけての説明ビデオが、10 月 15 日付で HP 上に UP されています「2020 年秋学期

SPT カンファレンスのお知らせ」内に QR コード及び URL で案内されておりますので、再度ご確認いただき実施

に向けてご準備いただきますようお願いいたします。 

副校長  城 恵市 
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12月：喜び December: Joy 

 
「私を苦しめる者の前で あなたはわたしに食卓を整えられる。 

わたしの頭
こうべ

に油を注ぎ 私の杯を満たされる。」詩編 23章 5節 

 

「七つのパンと魚を取り、感謝してこれを裂き、弟子たちにお渡しになり、 

弟子たちは群衆に配った。」マタイによる福音書 15章 36節 
（聖書協会共同訳） 

 

グリム童話の中に、不思議な三つの道具を手に入れた兄弟のお話があります。 

一番上の息子は命令すると自分でテーブルクロスを掛けてご馳走を準備するテーブルを、二番目の息子は命令

すると体のあちこちから金を吐き出すロバを、三番目の息子は命令すると袋から飛び出して来て、自分がやっつ

けたい相手を嫌というほど叩きのめす棍棒を、手に入れました。 

皆さんはこの三つのうちどれか一つが手に入るとしたら、どれが欲しいと思われるでしょうか。ちなみに私は、

いつでもご馳走を準備してくれるテーブルがいいな、と思います。体からどんどん金を吐き出すロバを持ってい

たら確かに大金持ちになれていいような気がしますが、もし森の中や砂漠のような場所で迷子になってしまった

ら、幾ら金を持っていても石を持っているのと何も変わらなくなってしまうでしょう。 

また、嫌というほど相手を叩きのめす棍棒も、グリム童話の中では人の物を盗んだ悪い人間を懲らしめる為に

使われていますが、これは考えてみればとても恐ろしい道具です。もしこんなものを持っていたら、相手がさほ

ど悪い人間ではなくとも、ただ自分の気に食わないというだけの理由でつい道具を使ってしまい、簡単に人に大

怪我をさせたり殺したりしてしまうことでしょう。こんな道具は、どんな人間も持ってはならないものだと思い

ます。 

上掲の聖書箇所で、詩編には「わたしを苦しめる者を前にしても あなたはわたしに食卓を整えてくださる。」

と、あります。この「あなた」は神さまのこと、「わたし」は神さまを信じる人のことです。神さまを信じる人は、

どんなに苦しい状況の中でも優雅にテーブルについて食事ができる、そんな情景が語られます。マタイによる福

音書の方は、周りに食べ物を売っている店など一軒もない場所で、イエスさまがほんの少しのパンと魚で何千人

もの人々を養われた、という物語です。 

片方は旧約聖書、もう片方は新約聖書で、書かれた年代も書いた人も全然違いますが、どちらにも共通してい

るのは「神さまがあなたの毎日の生活に必要なものを気に掛けてくださるから、心配しなくてもよい。」という、

メッセージです。不思議だと思われるかもしれませんが、これは本当のことです。 

今から 20 年以上前、当時 90 歳だった知人男性が、戦争中の体験を話してくださったことがあります。「当時

は大変な食糧難だったけれど、なぜか毎日食べる物があった。今日は大根が一本だけ、昨日はさつま芋が一個だ

け。他は何も手に入らない。それでも、全く何にもない日は一日もなかった。」 

この人は 90歳を過ぎても元気に毎週教会に通い、時々礼拝メッセージの担当もされていました。神さまは人間

が不必要な贅沢をすることは戒められますが、その日に食べる物や着る物に困るような生活をすることは、決し

てお望みではありません。この神さまの愛を信じて、必要なものは必ず与えてくださると信じて、私達も誰かが

困っていたら、「自分の分が減ってしまう。」などと思わずに、喜んで分かち合うことにいたしましょう。 

 
Christian Education Committee 石川眞弓 

 
（この原稿は 11月 24 日＜火＞・25 日＜水＞の朝礼拝メッセージに加筆・修正をしたものです。） 

 

＜お知らせ＞ 

 

今月のおにぎり献金は、12月 8日（火）です。 

お子様に献金をお持たせください。感染症予防のため、必ず封筒などに入れて 

お持たせいただきますようお願い申し上げます。 

なお、今年度はページェント募金がありませんので、そのことをも覚えて 

お捧げくださると幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 



 

 

 

 １２月の主な行事・予定 

１ 火  

２ 水  

３ 木  

４ 金 クリスマス礼拝 

５ 土 同志社中学校推薦入試 

６ 日  

７ 月 Unit5（w3) 

８ 火  

９ 水  

10 木 SPT ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ（Zoom） 3 時間授業 

11 金 SPT ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ（Zoom） 3 時間授業 

12 土  

13 日  

14 月 SPT ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ（Zoom） 3 時間授業 

15 火 SPT ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ（Zoom） 3 時間授業 

16 水 SPT ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ（Zoom） 3 時間授業 

17 木 午前授業 

18 金 終業礼拝 午前授業 

19 土  

20 日  

21 月 冬休み（～2021 年 1 月 6 日まで） 

22 火  

23 水  

24 木  

25 金 クリスマス 

26 土  

27 日  

28 月  

29 火  

30 水  

31 木   

  

【12 月の SPT カンファレンスについて】 

＊12 月 10 日（木）からは SPT カンファレンス（児

童、保護者、教員の 3 者懇談）が開催されます。実施

につきましては、10 月 15 日（木）にアップいたしま

したお知らせを（動画の説明あり）をご確認くださ

い。 

【冬学期の始業について】 

＊冬学期の始業日は 1 月 7 日（木）です。なおこの日

は午前授業で昼食後下校いたします。   

 

新型コロナウイルス感染拡大防止に関わる対応について 

新型コロナ第 3 波について 

先月号のこのコーナーで気温の低下と感染拡大の懸念を当時の

報道や専門家の意見としてお伝えしましたが、現状は残念ながら

危惧した通りになりつつあります。この感染拡大が進む現状への

対策として、11 月末からの 3 週間を感染拡大防止の為の期間と

し、時短営業や移動の自主などの要請がなされています。コロナ

の予防と経済活動（社会活動）を両立すべき道を模索し、「with 

Corona」という言葉も耳にするようになりましたが、ここは感染

拡大防止に重点を置き、取り組まなくてはなりません。 

 

京都府の啓発ポスター「WITH コロナ時代の新しいライフスタイル」 

 

こうした状況の下、12 月に予定して行事や冬学期に予定してい

た行事につきましても、感染拡大防止に軸足を置いた対応をして

まいります。7 日に予定していました 6 年生の広島への校外学習

につきましては延期といたします。また、今年から取り組む SPT

カンファレンスは、Zoom での開催とさせていただきます。実施

につきましては、10 月 15 日にアップされていますお知らせと 16

日にアップされています「PYP 保護者サポート用の資料」を再度

ご確認いただきますようお願いします。また、Zoom 実施につき

ましての詳しいお知らせが、11 月 30 日付でアップされています

ので、接続方法やテスト接続、期間中の時間割（3 時間授業昼食

なし）下校バススケジュールなども併せてご確認ください。 

DIA としても、感染拡大防止に取り組む一方、様々な状況を想

定して今後に備えて参ります。ご家庭におかれましても引き続き

感染予防に努めていただきますようお願いいたします。また、関

係者が感染、あるいは濃厚接触者となった場合は、早急に学校ま

でご連絡くださいますようお願いいたします。 

 


